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く総合司会>
和気純子

◆ 10:00-10:10

自澤政和

◆10:10-10:30

岩崎晋也

< プログラム >
(日 本学術会議連携会員、活都大学東京人文科学研究科教授 社会
福祉学の参照基準検討分科会lill委 員11)

開催挨拶

(日 本学術会議会員、桜美林大学大学院老年学研究科教授 社会福
祉分野の参照基準検討分科会委員長)

分科会報告 「社会福祉学の参照基準案について」

(日 本学術会議連携会員、法政大学現代福祉学部教授 社会福祉学
の参照基準検討分科会幹事)

・
(D
i了 ヽ

入
場
無
料

当
日
受
付

・
事
前
登
録
不
要

′
に
。

で

ウヽ
／

< プログラム

◆10:40～ 11:50 パネル・ディスカッション

<司会>
金 子 光 ―申 (日 本学術会議連携会員、東洋大学社会学部教授 社会福祉学の参

照基準検討分科会幹事)

<パネリス ト>(予定)

副田あけみ (日 本社会福祉系学会連合会長・関東学院大学教授)

平野 隆之 (福祉系大学経営者協議会・日本福祉大学副学長)

交渉中  (全国社会福祉法人経営者協議会)

<指定発言者>(予定)

大島  巌 (日 本社会福祉教育学校連盟会長・日本学術会議特任連携会委員)

市川 ―宏 (日 本社会福祉士養成校協会相談役・参照基準検討分科会委員)

石川 到覚 (日 本精神保健福祉士養成校協会会長・日本学術会議特任連携会員)

◆11:50～ 12:00 まとめ・閉会挨拶

白澤政和 (前掲)

く本
7AN開 シンポジウムの詳細は、日本社会福祉系学会連合のホームページに掲載します>

日
本
学
術
会
議
は
、
２
０
０
８
年

５
丹
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
か

ら
日
本
学
術
会
議
会
長
宛
て
に

「大

学
教
育
に
お
け
る
分
野
別
質
保
証
の

あ
り
方
に
関
す
る
審
議
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
依
頼
を
受
け
た
。
こ
の
た

め
、
日
本
学
術
会
議
は
、
同
年
６
月

に
課
題
別
委
員
会

「大
学
の
分
野
別

質
保
証
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
て
審
議
を
重
ね
、
２
０
１
０

年
７
月
に
回
答

「大
学
教
育
の
分
野

別
質
保
証
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
を

取
り
ま
と
め
、
同
年
８
月
に
文
部
科

学
省
に
手
交
し
た
。
こ
の
回
答
に
お

い
て
は
、
分
野
別
質
保
証
の
た
め
の

方
法
と
し
て
、
分
野
別
の
教
育
課
程

編
成
上
の
参
照
基
準
を
策
定
す
る
こ

と
を
提
案
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
社
会
福
祉
学
分

野
の
参
照
基
準
検
討
分
科
会
が
設
置

さ
れ
、
２
０
１
３
年
７
月
よ
り
、
白

澤
政
和

（桜
美
林
大
学
大
学
院
老
年

学
研
究
科
）
を
委
員
長
に
し
て

「学

士
課
程
教
育
に
お
け
る
社
会
福
祉
学

分
野
の
参
照
基
準
」
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
き
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
「社
会

福
祉
学
分
野
の
参
照
基
準
」
の
策
定

に
む
け
て
、
多
様
な
立
場
か
ら
意
見

を
聴
取
し
、
今
後
の
社
会
福
祉
系
大

学
に
お
け
る
学
士
教
育
の
基
盤
と
発

展
の
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
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